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１緒言 
情報社会の進展により日本に関する多くの情報が

テレビやインターネット、SNS など様々な手段で世界

に発信されている。特に日本の漫画やアニメなどは世

界中で何ヶ国語にも翻訳して報道され、子どもから大

人まで幅広い世代から親しまれている。また、政府の

施策の元、全国規模で外国人観光客が増加傾向に

あり、情報のみならず、人やモノの移動を含むグロー

バル化が進んでいる。外国人の日本文化への関心は

高く、日本の文化を世界に発信する機会が増え、文

化面の相互交流はさらに進むと考えられる。 
一方、日本の伝統文化に関心を持つ外国人も多い

が、その多くは年齢層の高い人々であり、若者の日本

に関する興味の対象は漫画やアニメ、ファッションなど

の現代文化に偏っている。したがって、日本の伝統文

化を海外の若者にどのように伝えていくか、その方法

については検討が必要と考えられる。 
筆者らは、これまできもの文化の伝承をめざした教

育プログラムを開発し、日本の中高生を対象にゆかた

の着装を取り入れた授業実践および前後のアンケー

ト調査を行い、ゆかたの着装が生徒の高揚感を喚起

し、きもの文化への興味関心を高める効果があること、

着装体験そのものが重要となることを明らかにしてきた
1）～4）。 
本研究では上記の教育プログラムをベースに日本

の伝統文化の一つであるきもの文化を海外発信する

ことをめざしたゆかたの着装を含む実践的な教育プロ

グラムを開発した。そして、米国の中学生、高校生、大

学生を対象にワークショップを開催し、前後に行った

アンケート調査の結果から本プログラムの海外の若者

への教育効果を明らかにすることを目的とする。 

２研究方法 
２-１ワークショップの対象者 

2012年 9月に米国のサンフランシスコでWest Portal 
Lutheran School中学校（12-13歳 2クラス（男子 24名・

女子 25 名、合計 49 名））（以下 WP 中学と略す）、南

サンフランシスコ高等学校（全学年15，16，17歳（男子

22 名・女子 24 名、合計 46 名））（以下 SS 高校と略

す）、サンフランシスコ州立大学（男性 4名・女性 50名、

合計 54名）（以下 SF大学と略す）の 3校にてワークシ

ョップを行った。大学と中学においては授業の一環で

参加させたが、高校では学校全体で募集をかけて希

望者がワークショップに参加した。筆者を含め大学研

究者 3名、大学生 14名その他 2名でワークショップを

実施した。 
２-２ワークショップの内容 
ワークショップの場所と時間は、WP 中学校では教

室で1時間の授業を2クラス、SS高校では、図書室に

て 2 時間、SF 大学では図書館のホールにて 90 分間

であった。表 1 にワークショップ全体の内容を示す。 
ワークショップの前半ではきものの文化面の学習と

してゆかたに焦点を当て、ゆかたの歴史、ゆかたの部

位の名称、男女の着つけの方法の違いなどの紹介を

 
図1 a)女物ゆかたの着装師範の様子 
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行い、続けて着装示範を男女別に行った（図 1）。 
その後、振袖の披露も行った（図2）。展開③の中で

SS高校では茶道体験（点てた抹茶を代表の生徒が試

飲）（図3）を実施し、SF大学ではQ&Aの時間を設

けた。その中でゆかたやきものに関する質問に回答

した。 
 

 
図2 振袖の紹介   

 

図3 茶道の体験 

２-３アンケート調査 
(1) アンケート調査の内容 

各学校ともワークショップ実践の前後にアンケート調

査を行った。WP 中学 44 人（回収率 98.0%）、SS 高校

45 人（回収率 97.8%）、SF 大学 49 人（回収率 90.7%）

から有効回答を得た。 
事前調査は各々の学校で事前に行い、事後アンケ

ートはワークショップの直後に行った。調査内容は、全

ワークショップで共通である。事前アンケートの内容は、

日本の現代文化と伝統文化についての認知度と各々

の情報源、きものについて知りたいことの5項目である。

いずれも複数回答可で聞いた。事後アンケートは着

装感や着つけに対する興味・意欲、着つけ方の理解・

習得などに関する18の項目の内容からなり、5段階尺

度（1.そう思わない、2.あまりそう思わない、3.どちらでも

ない、4.ややそう思う、5.そう思う）で聞いた。 
(2) アンケートの分析方法 

授業前後のアンケート調査用紙を回収し集計した。

5 件法の回答は、量的に扱える間隔尺度として扱っ

た。質問の回答結果を基礎統計量と回答割合の集計

で全体的な傾向を把握した。解析には、SPSS 
Statistics18とAmos18を使用した。有意水準p＜.10、
p＜.05、p＜.01、p＜.001で有意差検定した。 

３．結果 

３-１ワークショップ前の日本の現代文化への興味 
「日本の現代文化の認知度」のアンケート集計結

果を図4に示す。全体的な特徴としては、「漫画・ア

ニメ」「ゲーム」、「キャラクターグッズ」などの項目

の認知度が極めて高く、海外の若者の日本の現代文

化の人気を裏付けるものである。図 5 に現代文化に

関して情報源の回答の集計結果を示す。情報源はイ

ンターネットの割合が圧倒的に高く、インターネッ

トは、能動的な情報通信手段といえる。この結果は

多くの若者が日本の現代文化に興味を持ち、自ら積

極的に知ろうと関心をもっていることを示唆してい

る。 

 

図1 b)男物ゆかたの着装師範の様子 

表1 ワークショップの内容 
 学習内容 指導・留意事項 

導
入 

ゆかたに関する講義（歴
史、模様、男女の違い 

ゆかたを切り口にきも
の文化への関心を喚
起させる 

展
開
① 

男女のゆかたの着装の
示範の聴講 
ゆかたの各部の名称や
男女の違い(おはしょり、
衣紋のあき、帯の高さな
ど)の確認 

着装の流れと難易度
の高い所の確認 

展
開
② 

グループ学習 
：TA 主導の班毎の着装
実習 

細部の説明：班毎に
TA 実施 

展
開
③ 

振袖披露，茶道体験（生
徒の代表が客として参
加）*1，Q&A*2 

伝統文化として茶道の
雰囲気や振袖の優雅
さを体感させる 

ま
と
め 

ゆかたのたたみ方示範と
各自の実習 
授業の振り返り 

ゆかたの平面構成の
特徴の理解を喚起 

*1：SS 高校でのみ，*2：SF 大学のみ 
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図4 日本の現代文化の認知度 

 
図5 日本の現代文化の情報源 

３-２ワークショップ前の伝統文化への興味 
「日本の伝統文化の認知度」のアンケート集計結果

を図 6 に示す。伝統文化において認知度が高いのは

「空手」「柔道」「剣道」などのスポーツに「きもの」や「寿

司」である。空手や柔道は子どもの習い事として海外

でも普及している。「寿司」もヘルシーな日本食として

身近なところで目にしていると考えられる。きものには

直接触れる機会は少ないと思われるが 7 割以上の生

徒、学生が興味を持っていた。華道や茶道などは認

知度が低く、目にする機会が少ないと思われる。 

 
図6 日本の伝統文化の認知度 

 
図7 日本の伝統文化の情報源 

伝統文化の情報源としては図 7に示すように「テレ

ビ」と並んで「学校」と答える人が多く、伝統文化の伝

承や発信に関する学校の役割の大きさが示唆される

結果となった。 

３-３ワークショップ前の「きものについて知りた

いこと」 
「きものについて知りたいこと」についての結果

を図8に示す。 

 
図8 きものについて知りたいこと 

ゆかたの着装実習をすることを知らされているため

か「着つけ方法」「帯の結び方」など着装方法に関する

興味が高かった。「きものの柄・パターン」「歴史」など

の文化面の興味も高いことが分かった。 

３-４ワークショップ後のアンケート結果 
事後アンケートについて、ゆかたの「着装感」や

「興味・意欲」、「理解・習得」などに関する18項

目の得点により考察した。 

(1) ゆかた着装後の着装感の学校間比較 
ゆかたの着装感を学校間で比較した結果を図9に

示す。分散分析で比較し、有意差検定した。 
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各校とも着装ワークショップ後、窮屈さ、歩きに

くさ、息苦しさなどの拘束感は比較的小さかった。

また、各校の内、大学生は拘束感を最も感じる一

方、高揚感を顕著に感じていた。中学生よりも高校

生と大学生の方が高揚感をより感じており、気持ち

の高鳴り、 優雅さ、注目され感で有意差があっ

た。 

(2) ゆかた着装への興味・意欲の学校間比較 
ゆかた着装への興味・意欲を学校間で比較した結

果を図10に示す。分散分析し、有意差検定した。 

 

着装ワークショップ後、各校とも肯定的な興味、

意欲を示していた。特に大学生は有意に中学生や高

校生よりも帯結び、おはしょりの結び方、ゆかた着

装に興味を持ち、一人で着られるようになりたいと

感じ、きもの文化への興味も高かった。 

(3) ゆかた着装の理解・習得の学校間比較 
ゆかた着装の理解・習得に関して学校間で比較

し、有意差検定した結果を図11に示す。着つけの

理解、習得意識に関しては総じて低い評価であり、

理解できても習得は難しいと感じていた。学校間で

は大学生が高校生や中学生より有意に高く評価して

いた。 

 (4) 因子分析・共分散構造分析結果 

ゆかたの着装を含む授業実践が生徒や学生にど

のような影響を与えたのか明らかにするために授業後

アンケートの 18項目に対して、因子分析を行い（重み

付けのない最小 2乗法・Promax回転）、学校間で比

較した。 

a) WP中学の因子分析結果 

WP中学の事後アンケート結果の因子分析を行

い、α係数を算出し内的整合性を検討した最終的な

結果と因子負荷量を表2に示す。4つの因子が抽出

された。第1因子は「一人で着られるようになりた

い」、「おはしょり作り興味」、「きもの興味」など5
項目からなり、「興味・関心・意欲因子」と命名し

た。第2因子は「一人で帯結びができる」、「一人で

ゆかたの着つけができる」「一人でおはしょりが作

れる」など6項目からなり、「（着つけ）理解・習得

因子」と命名した。第3因子は「着つけしてうれし

かった」、「気持ちが高鳴った」、「優雅な気分になっ

た」など4項目からなり、「高揚感因子」と命名し

た。第4因子は「息苦しかった」、「窮屈だった」、

 

***: p < .001 , *: p < .05，†:p＜0.1 

図9 ゆかたの着装感の学校比較 

 
***: p < .001 ,**: p < .01，†:p＜0.1 

図10 ゆかた着装への興味・意欲の学校比較 

   

**: p < .01，*: p < .05，†:p＜0.1 

図11 ゆかたの着装の理解・習得の学校比較 
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「歩きにくかった」の3項目からなり、「拘束感因

子」と命名した。 

b) WP中学の共分散構造分析結果 
因子分析で得られた因子を元にパス解析を行った。

パス解析の適合度指数は、CFI=0.912、GFI＝0.713、 
AGFI=0.628、RMSEA=0.090 をそれぞれ示し、適

合度指数は妥当と言えた。また、潜在変数から観測

変数へのパス係数は、すべて有意であった。結果を

図12に示す。 

「理解・習得因子」から「興味・関心・意欲因子」因

子への有意なパス（係数 0.61，有意確率p<0.001）

が引けた。また、「拘束感」から「高揚感」への有意

なパス（係数0.45，有意確率p<0.01）が引けた。こ

れは帯などによる拘束感を背筋が伸びて立ち居振る

舞いが変わるといった気持ちの高鳴りとして捉えた

ためと考え、拘束感因子から「拘束感・立居振舞因

子」に名前を変更した。我々日本人でも、きものやゆ

かたを着装した時、帯で締めつけられている感覚は、

ただ不快なだけではなく普段より姿勢を良くしよう

とする意識、立居振舞いの変化に影響することがあ

ることと同様と推察できる。高揚感から理解・習得

因子へのパスは有意傾向がみられたものの、係数が

0.08と相関がなかった。したがって高揚感が興味関

心意欲を直接高める効果につながらず、着つけの仕

方を理解習得したと感じることで興味・関心・意欲

が高まることが分かった。 

c) SS高校の因子分析結果 

SS高校の因子分析の結果を表3に示す。6つの

因子が抽出された。 

1因子は「一人で着られるようになりたい」、「きもの文

化に興味ある」、「帯結びの仕方に興味ある」など 4項
目からなり、「興味因子」と命名した。第 2因子は「一

人でおはしょりが作れる」、「一人で帯結びができる」、

「一人でゆかたの着つけできる」の 4項目からなり、

「習得因子」と命名した。第３因子は「気持ちが高鳴っ

表 2 WP中学の事後アンケートの因子分析結果 

 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

命
名 

一人で着られるようになりたい .979 -.097 .047 -.077 
興
味･

関
心･

意
欲 

おはしょり作り方に興味がある .915 -.053 -.007 .049 
きもの文化に興味がある .895 -.046 .049 -.177 
帯結びの仕方に興味がある .830 .122 .108 .048 
ゆかたの着つけを練習したい .604 .195 -.110 .097 

一人で帯結びができる -.123 .836 -.109 .039 

理
解
・習
得 

一人でゆかたの着つけができる -.079 .811 .202 -.081 
一人でおはしょりが作れる .000 .762 -.037 -.054 
おはしょりの作り方を理解した .247 .567 -.024 .054 
自装の着つけ法を理解した .205 .540 .047 -.117 
帯結びの仕方を理解した .361 .468 -.102 .165 
着つけしてうれしかった -.018 .019 .992 .071 

高
揚
感 

気持が高鳴った .033 -.040 .921 .000 
優雅な気分になった .157 .029 .828 -.083 
人から注目されていると感じた -.132 .044 .525 .259 
息苦しかった .271 -.113 -.098 .823 

拘
束
感 

窮屈だった -.011 -.090 .173 .642 
歩きにくかったか -.341 .119 .090 .540 

 

図12 WP中学 共分散構造分析結果 

**: p<0.01, ***：p<0.001, †：p <0.1 

表 3  SS高校の事後アンケートの因子分析結果 

  
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

命
名 

一人で着られるようになりたい .909 -.070 -.067 .041 -.119 -.097 

興
味 

きもの文化に興味ある .896 -.085 -.007 -.094 -.151 .084 

帯結びの仕方に興味がある .723 .122 .036 -.069 .421 .104 

おはしょりの作り方興味ある .614 -.049 -.023 .251 .324 .158 

一人でおはしょりが作れる -.185 .974 .038 .082 .186 .022 

習
得 

一人で帯結びができる -.118 .885 -.034 .105 .042 .050 

一人での浴衣の着つけできる .242 .876 .068 -.068 -.190 -.187 

人から注目されていると感じた .000 -.388 .379 .179 -.056 -.104 

気持が高鳴った -.036 -.031 1.037 -.048 .108 -.013 
高
揚
感 

着つけしてうれしかった -.081 .036 .826 -.006 -.076 .065 

優雅な気分になった .045 .041 .764 .066 -.147 .031 

おはしょりの作り方理解した -.045 .124 -.047 .923 -.124 .024 
理
解 帯結びの仕方を理解した -.032 -.059 .095 .833 .220 .053 

自装の着つけ法を理解した .267 .072 -.025 .508 -.306 -.190 

窮屈だった .018 -.121 -.062 .051 .739 -.298 
拘
束
感 

息苦しかった -.109 .133 -.125 .043 .534 .035 

歩きにくかった .139 .111 .138 -.162 .439 -.329 

ゆかたの着つけを練習したい .003 -.124 .008 .051 -.237 .719 
意
欲 一人で着物を着てみたい .177 .146 .088 -.080 -.209 .715 

**

 

*** †
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た」、「着付けしてうれしかった」、「優雅な気分になっ

た」の 3項目からなり「高揚感因子」と命名した。第４因

子は「おはしょりの作り方を理解した」、「帯結びの仕方

を理解した」、「自装の着つけ法を理解した」の 3項目

からなり、「理解因子」と命名した。第５因子は、「窮屈

だった」、「息苦しかった」、「歩きにくかった」の 3項目

からなり「拘束感」と命名した。第 6因子は「ゆかたの

着つけを練習したい」と「一人できものを着てみたい」

の 2項目からなり「意欲因子」と命名した。 

d) SS高校の共分散構造分析結果 
SS 高校の因子分析で得られた因子を元にパス解

析を行った。パス解析の適合度指数は、CFI=0.834、
GFI＝0.679、AGFI=0.557、RMSEA=0.141をそれ

ぞれ示し、適合度指数はRMSEA<0.1の適合範囲を

超えたので適合度は若干低い。結果を図 13 に示す。

因子間の相関を事前に確認したところ、「拘束感因子」

が他の因子との相関が見られず独立してしまったた

め、ここでは「拘束感因子」を除くことにした。また、

パス図が上半分と下半分で分かれ、上下間に相関が

見られなかったため、上半分と下半分でそれぞれ別

にパス解析を行ってみたが、適合度に大きな変化は

見られなかった。 

e) SF大学の因子分析結果 
SF大学の因子分析では、5因子が妥当であると

考えられた（表4）。 
第1因子は「帯結びの仕方に興味がある」、「一人

で着つけられるようになりたい」、「おはしょりの作

り方に興味ある」などの6項目からなり「興味・意

欲因子」と命名した。第2因子は「一人でおはしょ

りが作れる」、「一人で帯結びができる」、「一人でゆ

かたの着つけができる」の3項目からなり「習得因

子」と命名した。第3因子は「気持ちが高鳴っ

た」、「着つけしてうれしかった」、「優雅な気分にな

った」などの4項目からなり「高揚感因子」と命名

した。第4因子は「おはしょりの作り方を理解し

た」、「帯結びの仕方を理解した」、「自装の着つけ法

を理解した」の3項目からなり「理解因子」と命名

した。第5因子は「息苦しかった」、「歩きにく

い」、「窮屈だった」の3項目からなり「拘束感因

子」と命名した。 

 f) SF大学の共分散構造分析結果 
SF大学の因子分析で得られた因子を元にパス解

析を行った。結果を図14に示す。パス解析の適合度

指数はCFI=0.786、GFI＝0.696、 AGFI=0.615、 
RMSEA=0.125を各々示し、適合度はRMSEA<0.1の
適合範囲を超えたので適合度は若干低い。パス図を

見ると、「理解因子」から「習得因子」へのパスが有意

であり（係数 0.46、有意確率 p<0.001）、「習得因子」か

ら「興味・意欲因子」（係数 0.61、有意確率 p<0.01）、
「高揚感因子」から「興味・意欲因子」へのパス（係数

0.43、有意確率 p<0.01）も有意であった。なお、大学は

中学、高校と異なり「理解」から「興味」へ直接パスは

表 4  SF大学の事後アンケートの因子分析結果 

  
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

命
名 

帯結びの仕方に興味がある .898 .067 -.120 -.180 -.012 

興
味
・意
欲 

一人で着られるようになりたい .842 .063 -.039 .024 -.049 

おはしょりの作り方興味ある .834 .045 -.080 .015 -.015 

きもの文化に興味がある .657 -.109 .234 .122 .020 

ゆかたの着つけを練習したい .535 -.242 .056 .105 .132 

一人で着物を着てみたい .446 .112 .081 .058 .042 

一人でおはしょりが作れる .019 .980 .041 .068 -.037 
習
得 

一人で帯結びができる .093 .797 -.067 -.030 .014 

一人での浴衣の着つけができる -.116 .772 .006 .117 .103 

気持が高鳴った .050 .150 .936 -.107 -.063 

高
揚
感 

着つけしてうれしかった -.009 .092 .842 -.023 -.030 

優雅な気分になった .038 -.161 .651 .014 -.040 

人から注目されていると感じた -.092 -.146 .549 .090 .180 

おはしょりの作り方を理解した .011 -.007 -.018 1.001 -.031 

理
解 

帯結びの仕方を理解した -.008 .129 -.036 .735 -.059 

自装の着つけ法を理解した .055 .042 .019 .700 .018 

息苦しかった .013 .083 -.009 .019 .984 
拘
束
感 

歩きにくかった .047 -.138 .017 .031 .707 

窮屈だった -.003 .154 .008 -.134 .672 

 
図13 SS高校 共分散構造分析結果 

*:p<0.05 

* 
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引けず、「理解」から「習得」へのパスを介在して「興

味」へと間接的効果があった（係数 0.28）。教育的な観

点から着つけの習得をめざして理解するように活動す

る中で興味・意欲がさらに喚起されるというのは自然な

流れであると考えられる。 
 

３-５ワークショップ前の生徒の意識や校風の影響 
ワークショップの基本的な流れはどの学校も同じで

あったが、それぞれの学校でワークショップの雰囲気

が異なっていた。淡々と進んでいく学校もあれば、和

気あいあいと盛り上がっている学校もあった。楽しく行

うことだけが目標ではないが、ワークショップの雰囲気

がより盛り上がり、楽しかったという印象が残った方が、

きものや着つけに対する興味・関心も高まると考えら

れる。そこで、2つの観点から、ワークショップ後の生徒

の意識の変化を比較した。 
一点目は、ワークショップ前の参加者の意識の違

いによる比較である。参加者が全員希望者の高校生

と、今回のワークショップに授業の一環として自らの意

思でなく参加した SF 大学の学生や中学生とでは、着

た時の高揚感やゆかたの着装に対する練習意欲も異

なると考えられる。分散分析を行った結果を見ると、

「高揚感」に関する回答は、各校とも高かったが中

学生より高校と大学で有意に高い傾向であり（図9）、
高校生はゆかたを着ることができてとてもうれしそ

うな様子が印象的であった。また、それほど感情を

表に出していなかった中学生も、高校生と同じレベ

ルではないが、高揚感を感じていたと推察できる。 
二点目は、校風による比較である。高校と中学では

ワークショップの合間に授業見学をする機会があった。

その際、両校の授業風景がとても対照的であった。高

校の授業は自由で和気あいあいとした雰囲気で、学

習に取り組んでいる様子が見られた（図 15a）。それに

対し中学校の授業の雰囲気は静かで淡々とした感じ

で子どもたちも黙々と学習に取り組んでいる様子であ

った（図 15b）。 

これらの授業の雰囲気はそのままワークショップにも

反映されており、高校生は皆楽しそうに盛り上がって

いたが、中学生は真剣に黙々と作業していた。このこ

とから、ワークショップの雰囲気がより楽しそうで

盛り上がっていた高校生の方が高揚感や興味も高く

なると推察された。「着装への興味意欲」については

（図10）、高校生、大学生、中学生の順に意欲が高か

った。やはり、ワークショップに自らの意思で参加

する参加者は、着つけに対しても意欲的であるとい

うことが分かった。 

４．考察 

筆者らが日本の中学校で行った同様の実践では理

解習得意識および高揚感が興味・関心に影響すると

いう結果が得られたが、今回、理解（習得）因子から

のパスは各校で有意であったが、高揚感から興味関

心への直接のパスが有意だったのは大学のみであっ

た。これは、きもの文化への興味を高めるには文化

面の理解が重要で大学生の教養の高さが寄与してい

ると推察できる。どの学校でもゆかたを着てうれし

そうな生徒たちの笑顔が印象的で、実際に高揚感に

関する項目はどの校種でも高かったが、大学以外で

は、それが興味関心に結びつかなかった。この理由

のひとつとして、中学校、高等学校での事前の情報

提供の有無が考えられ、現段階で、海外で行う実践

の限界を示している。 
参加者が全員希望者でワークショップの雰囲気も

盛り上がっていた SS 高校では、高揚感がWP 中学

校、SF大学と比べて高く、それに伴い意欲も高かっ

た。高校では比較的時間に余裕があり、お茶の手前

を見学し何人かが試飲する時間を設けた。ワークシ

 

図14 SF大学 共分散構造分析結果 

**：p<0.01, ***：p<0.01 

a)高校の授業風景 b)中学の授業風景 

図 15  授業の雰囲気 

.91 

** 

** 

** 

** 
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ョップに対するモチベーションの違いと、着装後の

活動が、高揚感やその後の学習意欲にも影響するこ

とがわかった。 
また、ワークショップを担当した日本の学生が海

外の人々にきもの文化を紹介する中で、きもの文化

に対して誇りと愛着をもつようになったと述べてお

り、着装を体験する授業に、自分たちが学ぶだけで

なく、在留外国人を含め、誰かに教えるという課題

を設定する方法の有効性が示唆された。本ワークシ

ョップは日本の学生にとっても異文化交流となって

おり、今後、海外でのワークショップ、および、日本

での、外国人を招いた異文化交流における日本文化

の発信につながる授業の実践についても検討したい。 

５．結論 

筆者らは日本の伝統文化の一つであるきもの文化

を海外発信することをめざしたゆかたの着装を含む実

践的な教育プログラムを開発し、米国の中学生、高校

生、大学生を対象にワークショップを実践した。本研

究はその前後に行ったアンケート調査の結果から本

プログラムの海外の若者への教育効果を明らかにす

ることを目的としている。 
サンフランシスコのSS高校でのワークショップでは、

高揚感がWP中学校、SF大学に比べ高く、それに伴

い着装意欲に関する項目も高くなっていた．また、比

較的時間に余裕があったので，お茶を点てて何人か

が飲んでみるといった時間を設けた。この結果から、ワ

ークショップに対するモチベーションの違いと、着装後

の活動が高揚感やその後の学習意欲にも影響してい

ることがわかった。高揚感から興味関心への直接のパ

スが有意だったのは大学のみであり、きもの文化へ

の興味を高めるには文化面の理解が重要で大学生の

教養の高さが寄与しているのではないかと推察され

た。このような結果から参加者の特性を踏まえたワ

ークショップの内容を検討すること、異文化交流活

動における日本文化の発信につながる授業実践につ

いて検討することが、今後の課題として挙げられる。 
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